
 

 

                           

 

             学 長 定 例 記 者 会 見  要 項   

 

日  時： 平成２４年７月３日（火） １１：００～１１：３０ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

   発 表 事 項   

１．給与の減額支給措置について 

２．第５回山形大学高校生朗読コンクール／群読劇「風の又三郎」の開催 

３．「ハバード周期律表（1925 年製）」を国立科学博物館特別展で展示 

   ４．最上義光没後４００年を記念して 最上義光シンポジウム 

５．「なりたい自分」になる一歩 山形大学オープンキャンパス２０１２の開催 

 

   お 知 ら せ  

１．キャンドルスケープ in 小白川キャンパス 

２．ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～ 

親子で楽しむ動物学の開催 

３．科学フェスティバル in よねざわ２０１２の開催 

４．子ども自然体験学習 『森の学校』 の開催 

５．農学部夏期セミナーの開催 

６．農学部公開講座「身近な生物を探る―土・微生物・植物の世界―」の開催 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２４年７月２４日（火） １１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 



 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

平成２４年７月３日                 

山 形 大 学 

給与の減額支給措置について 

 

本学では、本年７月分から平成２６年３月分までの給与について、国家公務員に

準じた給与減額支給措置を実施することといたしました。 

 

国家公務員の給与減額支給措置については、東日本大震災の復興財源に充てるた

め、平均７．８％の減額率により、本年４月分から２年間ということで実施されて

おりますが、運営費交付金を措置されている国立大学法人に対しても、同様の措置

をとるよう要請されておりました。 

 

給与の減額支給措置は、教職員にとりまして生活に大きな打撃となるものであり、

人材確保の観点からも非常に難しい問題であることから、本学の財政事情を勘案し

つつ、職員組合との意見交換を進めるなど、慎重な対応を行ってきたところです。 

しかし、５月１１日の閣僚懇談会や財務大臣発言により、国立大学法人について

も、国家公務員と同様の給与削減額を算定して運営費交付金を減額するとの方針が

明らかにされ、このまま給与削減を実施せずに運営費交付金が削減された場合は、

大学運営に重大な支障が生じることとなるため、本学においても給与減額措置に踏

み切らざるを得ない状況と判断したところです。 

 

このため、この７月分の給与から減額支給措置を実施することといたしました。

減額率については国家公務員に準拠することとしましたが、実施期間は、既に支給

した３ヶ月分を除き、法律に準じて平成２６年３月までとしております。 

 

なお、附属学校の教諭など、県との人事交流により処遇の均衡を図る必要のある

職員や、附属病院の看護師や薬剤師等のコメディカル職員など、診療体制を維持す

るため人材を確保しなければならない職員については、適用を除外することといた

しました。 

 

 

 

問い合わせ： 

 総務部人事課 阿部 

ＴＥＬ 023-628-4０20 

  



役職員の給与減額支給措置の概要

◎常勤職員（役員及び基本給表適用者）

○基本給月額の減額支給

・役 員 △９．７７％

・教 員

助教，助手，教務職員 （教育（一）２級以下） △４．７７％

准教授，講師 （教育（一）３級～４級） △７．７７％

教授 （教育（一）５級以上） △９．７７％

・事務・技術職員

一般職員，技術職員 （一般(一)２級以下） △４．７７％

主任以上，技術専門職員以上（一般(一)３級～６級） △７．７７％

部長 （一般(一)７級以上） △９．７７％

○管理職手当額の減額支給 △１０％

○地域手当，広域異動手当，特地勤務手当，超過勤務手当等の減額支給

減額後の基本給月額等により計算する。

○期末手当及び勤勉手当の減額支給 △９．７７％

◎非常勤職員（定時勤務職員で，かつ昭和５６年以前に採用され，法人化後も引き続

き雇用されている者に限る ）。

○日給額の減額支給 △４．７７％

○超過勤務手当等の減額支給 減額後の日給等により計算する。

○期末手当及び勤勉手当の減額支給 △９．７７％

◎適用除外者：以下の者は減額支給を実施しない。

○山形県との人事交流協定に基づき本学の職員となっており，附属学校及び大学院

教育実践研究科に所属する者（臨時的採用の附属学校の教諭を含む ）。

○医学部及び医学部附属病院に所属している医療職基本給表の適用受ける者

◎実施期間：平成２４年７月から平成２６年３月まで

＊人事院勧告に基づく給与改定（平均△ ％）については，平成２４年４月に0.23

実施済。
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                                   平成２４年７月３日                 

山 形 大 学 

      
山形大学特別プロジェクト「いま、言葉を東北の灯（ともしび）に」 

第５回山形大学高校生朗読コンクール／群読劇「風の又三郎」開催のお知らせ 

 
◇山形大学特別プロジェクト「いま、言葉を東北の灯（ともしび）に」の事業と
して、9月16日（日）に、山形市のシベールアリーナにおいて第５回山形大学
高校生朗読コンクール／群読劇「風の又三郎」を催します。 

 
◇朗読コンクールには予選を通過した東北六県の高校生（現在予選応募者募集中）
約10名が出場し、青森県出身の作家太宰治の『津軽』のそれぞれ異なる部分を
朗読します。 

 
◇宮沢賢治の童話「風の又三郎」にもとづく群読劇（集団での朗読を主体とした
劇形式）「風の又三郎」は、酒田市出身の演出家佐藤正文氏が演出を担当、紺
野美沙子さん、益岡徹さん、北川麗さんの３名の俳優をお招きし、山形の一般
市民と子どもたち、山形大学の学生およそ５０名が一体となって舞台をつくり
ます。 

 
◇東北の未来を考えるために、東北に生まれ、東北に根ざした作品を発表した太
宰治と宮沢賢治の作品を東北の人びとが中心となって東北の地で表現する催し
です。 
東北の人びとが未来に希望の灯を見いだすための一助となればと願っています。 

 
 
第５回山形大学高校生朗読コンクール／群読劇「風の又三郎」 

 
日 時：平成 24 年 9 月 16 日（日）１３時３０分～１７時ごろ  
場 所：シベールアリーナ（山形市蔵王松ヶ丘） 
第一部：山形大学高校生朗読コンクール  
第二部：群読劇「風の又三郎」 

       演出：佐藤正文氏（演出家、酒田市出身） 
       出演：紺野美沙子、益岡徹、北川麗 
          群読隊：山形の子どもたち・一般市民・山形大学生約５０名 
 

（お問い合わせ） 
 山形大学渉外部渉外課 
（ＴＥＬ）０２３－６２８－４０１６ 
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                                   平成２４年７月３日                 

山 形 大 学 

 

小白川図書館所蔵の「ハバード周期律表（1925年製）」が、 

国立科学博物館特別展「元素のふしぎ」に展示されます。 

 

国立科学博物館（東京・上野）で、この７月２１日（土）から１０月８日（月）

まで、特別展「元素のふしぎ」が開催されます。この特別展は、元素の起源から

現在知られている元素、その元素を利用した最先端技術から次世代技術まで元素

にまつわる知識と技術を紹介するものです。 

その特別展「元素のふしぎ」に、本学小白川図書館所蔵の「ハバード周期律表」

を貸出すことになりました。この周期律表は、本学の前身である旧制山形高等学

校（大正9.4-昭和25.3）において授業に使用された教育用掛図で、歴史ある貴重な

資料です。 

  全ての物質を構成する基本の単位である「元素」、その元素それぞれの性質が

似かよったもの同士が並ぶように決められた規則（周期律）によって配列したも

のを周期表（周期律表）といいます。この「ハバード周期律表」はアメリカのH.D.

ハバードによる1925年製で、横１１列・元素の数が９６個だけのもので、現在の

周期表（横18列、元素の数が11８個）と比較すれば、その間の化学者達のたゆま

ぬ努力、研究の歴史をうかがい知ることができます。 

このたびの特別展では、「元素の歴史、原子の構造と周期表」のゾーンに「約

90年前の周期表」として展示されます。 

 （お問合せ先） 

 理学部教授：栗山恭直 

 電話：628-４５８６  



トピックス

2012/06/22 ホームページ内容をリニューアルしました

 



国立科学博物館（東京・上野公園）では、2012年7月21日（土）から10月8日（月・祝）ま

で、特別展「元素のふしぎ」を開催します。

本展では、118種類の元素すべてについて紹介し、放射性元素など実物展示が難しいもの以

外は、それぞれの元素の純粋な単体や、その元素からできている製品などを展示します。

「難しい、なじみがない」と思われがちな元素について、それぞれが持つ性質や用途に関す

る目からウロコが落ちるようなエピソードを織り込みながら、研究所や工場などに保管さ

れ、ふだん見ることができない素材や製品などもあわせて紹介することにより、わかりやす

く解説します。

また、いろいろな気体に電気を通し、放電色を観察するコーナーや、いろいろな金属の色

や音、重さなどを比べるコーナー、今話題のレアアース（希土類）が作り出す様々な色の灯

りを紹介するコーナーなどのテーマ展示で知的好奇心を刺激します。さらに、自分の体がど

んな元素からできているのか知ることができる“元素体重計”で、楽しみながら元素の仕組

みを体感できるほか、私たちの未来につながる太陽電池や燃料電池などのクリーンな次世代

エネルギーについても紹介します。

本展は、科学が好きなみなさんはもちろん、これまであまり興味のなかったみなさんに

も、元素を切り口に、科学の面白さや奥深さを体感し学べる「科学の遊園地」のような展覧

会です。

 

開催期間 2012年7月21日（土）～10月8日（月・祝）

開催時間

午前9時～午後5時（金曜日は午後8時まで） 
8月11日(土)～8月19日(日)は午後6時まで 
ただし、8月17日(金)は午後8時まで  
※入館は各閉館時刻の30分前まで 

休館日
毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は火曜日） 
ただし、7月23日、7月30日、8月6日、8月13日、8月20日、8月27
日、10月1日は開館

主催 国立科学博物館、ＴＢＳ、朝日新聞社

特別協賛 東京エレクトロン

協賛 大日本印刷

後援 文部科学省、ＴＢＳラジオ

協力 ＪＲ東日本

公式ホームページ http://www.tbs.co.jp/genso-ten/

お問い合わせ ハローダイヤル 03-5777-8600

備考
今後の諸情勢により、上記の開催日・開館時間について変更する
場合がありますので、ＨＰ等でご確認ください。

 

当日券 ※( )は各20名以上の団体料金

一般・大学生 1,300円（1,100円）

小・中・高校生 500円（400円）

金曜ペア得ナイト券

2,000円 ※会場・公式ホームページ限定販売
2名様同時入場／男女問わず／午後5時～8時 

最終入場は午後7時30分 
（当日券のみ）

水曜限定レディース券
1,000円 ※会場・公式ホームページ限定販売
1名様／女性限定／水曜日の開館時間内有効 

（当日券のみ）

 

前売券

一般・大学生 1,100円

小・中・高校生 400円

 



約90年前の周期表 
（写真提供：山形大学）

物質を作っている基本要素として、古くは古代ギリシアの時代から「元
素」という考え方が唱えられました。中世の錬金術の時代にさまざまな物
質の実験がされ、間違った考え方も出されましたが、物質について豊富な
経験と知識が蓄積され、近代的な元素の考え方が出されるのは、17世紀の
イギリスのボイルや18世紀のフランスのラボアジェからです。そして元素
の研究の集大成として19世紀後半から20世紀初頭にかけて周期表が確立さ
れていきます。このゾーンでは、元素発見史における興味深いエピソード
を、パネルや歴史的資料を展示してご紹介します。特に、約100年前に日本
で新元素発見に近づいていたことに驚かれるでしょう。 
 
また、元素の性質と原子の構造は密接な関係があります。20世紀の初頭、
原子は中心に非常に小さな原子核があり、その周りを電子が回っているこ
とがわかりました。しかも、電子が回る軌道はある決まったもので、電子
がどのような軌道を回っているかで、その元素の性質が決まります。それ
が周期表の原理になるのです。ここでは、原子の構造の基本を解説すると
ともに、電子が回る軌道の3次元模型を展示します。実は、電子の回る軌道は、太陽の周りを回る惑星と同じような
軌道ではなく、電子がどの位置にあるかを表す“確率”でしか表せません。展示する電子軌道模型は、電子がその位
置にいる確率を点の密度で表しています。あたかも“雲”のようなので、これを“電子雲”と呼びます。さまざまな
形の“電子雲”を見ることができます。この軌道が、元素の化学的性質を決めているのです。  
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平成２４年７月３日                 

山 形 大 学 

最上義光シンポジウム開催 

～最上義光没後４００年を記念して～ 

 

最上義光（1546-1614）は、初代山形藩主で、山形県の基礎を築いた偉人です。

2013年は没後400年にあたり、それに向けて、最上義光の業績の見直しがなされ

ています。本シンポジウムでは、義光の最新の研究成果を提示します。 

 

開催日時：2012年７月２１日（土）１３：００～１５：００ 

会  場：山形大学小白川キャンパス 人文学部２０５教室 

参 加 料：無 料 

対  象：一般市民 

講  師： 

上山市立図書館前館長      片桐 繁雄  氏 

演題「山形城下町の成立再考」 

山形大学都市・地域学研究所所長 松尾 剛次  教授 

演題「最上義光再考－新発見の文書を使いつつ」 

山形大学都市・地域学研究所所員 菊地  仁   教授 

演題「伝説上の最上義光」 

コメンテーター： 

山形大学人文学部        岩田 浩太郎 教授 

問い合わせ： 

山形大学都市・地域学研究所所 

人文学部 松尾剛次研究室 

TEL・ＦＡＸ 023-628-4917 

又は 人文学部事務室 
     ＴＥＬ    023-628-4203 

 



2012年度山形大学都市・地域学研究所プロジェクト 

 
 
 
 

～最上義光没後 400 年を記念して～ 
 

 

 

 

 

 

 

開催日時：2012 年 7 月 21 日（土）13:00～15:00 

開催場所：山形大学人文学部 205 教室 
 

 

講 師 
上山市立図書館館長      片桐 繁雄 氏 
山形大学都市・地域学研究所所長 松尾 剛次 教授 
山形大学都市・地域学研究所所員 菊地 仁 教授 

コメンテーター 
山形大学人文学部        岩田 浩太郎 教授 

 
 

 

 

問い合わせ先 
山形市小白川町 1-4-12  
山形大学人文学部松尾研究室 
TEL・FAX 023-628-4917 
又は山形大学人文学部総務課 

TEL 023-628-4203 
 

 

主催：山形大学都市・地域学研究所 
                     

最上義光は、初代山形藩主で、山形県の基礎を築いた偉人です。2013 年は

没後 400 年にあたり、それに向けて、最上義光の業績の見直しがなされて

います。本シンポジウムでは、義光の最新の研究成果を提示します。 

参加無料 
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                                         平成24年 7月  3日 

                                                    山  形  大  学 

 

「なりたい自分」になる一歩 

山形大学オープンキャンパス２０１２ 

   

    山形大学を志望している受験生や、高校１・２年生、高校教員、保護者等 

の皆様を対象に「山形大学オープンキャンパス２０１２」を開催します。 

 

山形大学のことをより詳しく知っていただくため、各学部（学科）概要説明や、模擬講

義、体験授業、相談コーナー等を行います。 

来場者には、山形大学オリジナルグッズを差し上げます。 

 

開催日： 

○ 小白川キャンパス（人文学部、地域教育文化学部、理学部） 

：平成２４年７月２８日（土） 

○ 飯田キャンパス（医学部）                 ：平成２４年７月２８日（土） 

○ 米沢キャンパス（工学部）                  ：平成２４年８月 ３日（金） 

○ 鶴岡キャンパス（農学部）                 ：平成２４年８月 ３日（金） 

 

※各キャンパス“最寄り駅”(山形駅、米沢駅、鶴岡駅)から無料シャトルバスを運行。 

現在、山形大学ホームページ及び携帯サイトにおいて、参加申し込み受付中。 

(原則として予約制ですが、当日の参加も大歓迎。) 

 

※小白川キャンパス(７／２８開催)に自家用車で来られる場合は、構内に駐車スペースが

ありませんので「山形県庁駐車場」をご利用下さい。山形県庁から小白川キャンパスま

では無料シャトルバスを運行します。 

 

プログラム： 

・各学部（学科）概要説明 ・施設、研究室見学 ・模擬講義、体験授業 

・なんでも相談コーナー ・在学生相談コーナー ・各種資料配付 等 

 

                          [詳しくは、別添の資料をご覧下さい] 

 

 

（お問い合わせ） 

エンロールメント・マネジメント部政策課（ＥＭ担当） 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４０６３ 





 

プレス通知資料               （概 要） 
                                                           

平成２４年７月３日 
山 形 大 学 

 

１．キャンドルスケープ in 小白川キャンパス 

（概要）「１００万人のキャンドルナイト」は、みんなで一斉に電気を消して、ろうそく

をともそうという全国的な節電イベントです。 

本学会場でも、昨年・一昨年に引き続き、小白川キャンパス周辺振興会が中心と

なり、「キャンドルスケープin 小白川キャンパス」として開催します。 

キャンドルホルダーは、第五、第八小学校の児童の皆さんの協力により作成され

たものです。  

日 時：７月７日（土）１８：３０～キャンドル点灯 

           １８：４０～山形大学学生によるスローライフコンサート 

会 場：山形大学小白川キャンパス正門(ロータリー周辺) 

 

問い合わせ先 

                            山形大学小白川キャンパス事務部 

                          総務課長 石井 滋 

TEL 023-628-4112 FAX 023-628-4125 

 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

２．ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～親子で楽しむ動物学の開催 

（概要）イモリの産卵、プラナリアの行動、モンシロチョウの羽化を題材として、電子顕

微鏡やレーザー顕微鏡も使用しながらミクロの世界の観察と実験を親子で楽しみな

がら行います。 

日 時：８月５日（日） １０：００～１６：３０ 

会 場：山形大学小白川キャンパス 

対 象：小学校５・６年生 及び保護者 

参加費：無料 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

３．科学フェスティバル in よねざわ２０１２の開催 

（概要） 次の世代を担う地域の子供たちに、科学の不思議や魅力に触れてもらい、おもし

ろさを感じてもらうために「科学フェスティバル」を昨年に引き続き開催します。  

様々な科学を体感できるスペースをご用意し、「みる」「きく」「あじわう」「

さわる」「におう」など、５つの感覚をたくさん使って科学の世界を体感してもら

います。  

日 時：７月２８日（土）、７月２９日（日） １０：００～１６：００ 

会 場：山形大学工学部４号館教室 



 

対象者：小学生・中学生 

受講料：無 料 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

４．子ども自然体験学習 『森の学校』 の開催 

（概要）農学部附属やまがたフィールド科学センター演習林において、四季折々の森にお

ける体験学習を通じて、自然の豊かさ、美しさ、楽しさ、厳しさなど多様な自然の

姿を理解してもらい、森の花、実、虫、きのこ、鳥、動物、木の葉や冬芽を観察・

収集して名前を識別する森への招待プログラムや知雪・親雪体験を実施し、地域の

代表的な自然環境である森林に興味をもってもらう。 

時 期 ： ７月２１日・１０月６日・３月２日の計３回（土曜日） 

対 象 ： 小学校３年～６年生 

実施場所： 農学部附属やまがたフィールド科学センター演習林 

（農学部前、朝日庁舎前からバス送迎） 

受講料 ： 各回５００円（保険料、教材等） 

募集人数： ３０人（先着） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

５．農学部夏期セミナーの開催 

（概要）農学部では、高校生向けの夏期セミナーを開講します。 

セミナーでは、食料系コース、生命系コース、環境系コースのどれか1つを選択し

ていただき、講義、実験及び野外実習を通して、それぞれの分野に関する先端の研

究を、皆さんに直接体験していただきます。 

日 時：８月２日（木） ８：３０～１６：３０ 

会 場：山形大学農学部 

対 象：高校生 

受講料：無料 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

６．農学部公開講座「身近な生物を探る―土・微生物・植物の世界―」の開催 

（概要）本講座では、農学部食料生命環境学科植物機能開発学コースにある６つの専門分

野が、それぞれ「ダダチャマメ」、「有機栽培」、「コムギ」、「ベニバナ」、「

切り花」、「カブと焼き畑」、「菌根菌」、「キノコ」、「土」、「微生物」など

身近な生物や作物、またはそれらに関係する事項をテーマとして挙げ、最新情報を

含めて紹介します。 

日 時：７月１４日(土)、２１日(土)、２８日(土)  

会 場：山形大学農学部 

定 員：２５名(先着順) 

受講料：２，０００円 

 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 









 

科学フェスティバル in よねざわ ２０１２ 
 

 

【内 容】 

次の世代を担う地域の子供たちに、科学の不思議や魅力に触れてもらい、おもしろさを

感じてもらうために「科学フェスティバル」を昨年に引き続き開催します。 

科学は教室で習うことだけではありません。自分で外に出て「不思議を見つけ出し、な

ぜだろうと考えて、実際にためしてみること」が「科学」です。科学フェスティバルでは、

様々な科学を体感できるスペースをご用意し、「みる」「きく」「あじわう」「さわる」「にお

う」など、５つの感覚をたくさん使って科学の世界を体感してもらいます。 

ご家族の皆様と一緒にお楽しみください！ 

（昨年の様子） 

    

 

    
 

 ※昨年度の様子や実施内容については、下記 URL よりご覧いただけます。 

http://www2.yz.yamagata-u.ac.jp/ScienceFestival/index.html 

期 日 

平成２４年 ７月２８日（土） 

～ ７月２９日（日） 

１０：００～１６：００（受付９：３０～） 

受講対象 小学生・中学生 

募集人数  制限なし（事前申込不要） 

場 所 山形大学工学部４号館教室（米沢市） 受講料 無 料 

問い合わせ先 

担当係名 科学フェスティバル実行委員会総務担当（山形大学工学部内） 

住 所・ 

電話番号 

山形県米沢市城南四丁目３－１６ 

0238-26-3002・3005 

工学部 

↓ ピカピカ光る有機ＥＬの世界 ↓ マイナス 200℃の液体で何でも凍らせてみよう 

↓ シャボン玉をさわって、中に入ろう！ ↓ 次世代 RD センターのロボットたち 
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山形大学農学部附属やまがたフィールド科学センター

演習林開放事業 子ども自然体験学習『森の学校』

時 期 ： ７月２１日・１０月６日・３月２日の計３回（土曜日）

対 象 ： 小学校３年～６年生

内 容 ： 四季折々の森における体験学習を通じて、自然の豊かさ、美しさ、楽しさ、

、 、 、 、 、 、厳しさなど多様な自然の姿を理解してもらい 森の花 実 虫 きのこ 鳥

動物、木の葉や冬芽を観察・収集して名前を識別する森への招待プログラム

や知雪・親雪体験を実施し、地域の代表的な自然環境である森林に興味をも

ってもらう。

実施場所： 当センター演習林（農学部前、朝日庁舎前からバス送迎）

実施内容： ・森の体験（炭ぼっくり作り、ピザ作り、川遊び、ミニレクチャー）

・自然工作（コースター作り、リース作り）

・森の知恵比べ（枝葉・冬芽等のサンプルによる名前当てクイズ）

・知雪・親雪体験（積雪観察、カンジキ歩行、かまくら設営、そり滑り、

スノーモービル乗車）

受講料 ： 各回５００円（保険料、教材等）

募集人数： ３０人（先着）

申込み先 山形大学農学部 附属施設担当 ０２３５－２４－２２７８TEL

コースター作り ピザ作り

川遊び 炭ぼっくり作り
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窯だし 樹木の手入れ

木の実工作 積雪量調べ

雪の滑り台



 山形大学農学部では、高校生向けの夏期セミナーを開催

します！ 
 セミナーでは、「食料系コース」・「生命系コース」・「環境系コース」の
どれか１つを選択していただき、講義や実験などを通して、それぞれの分野に
関する先端の研究を、皆さんに直接体験していただきます。 
 生物や化学などに興味を持っている皆さんの参加をお待ちしています!! 

開 講 日 
募 集人員 
受 講 料 
会   場 
コ ー ス 

 

申込〆切 
 

７／１８ 

お申し込み先 
  山形大学農学部学務担当  
  〒997-8555 鶴岡市若葉町1-23  
  TEL 0235-28-2808 FAX 0235-28-2814  
  E-mail nogaku@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

翌日８月３日（金）は、山形大学農学部オープンキャンパスを同キャンパス
を会場にして開催いたします。 

 
 

 １ 食料系コース 
  9:00～12:00 

  ・ 肉のうまさの違いとは                    堀口 健一  安全農産物生産学コース教授 
  13:00～16:00 

  ・ 日本の農業の将来をちょっと考えてみよう！   小沢 亙   食農環境マネジメント学コース教授 
                                                        藤科 智海  食農環境マネジメント学コース准教授 
 

 ２ 生命系コース 
    9:00～12:00 

  ・ アカウキクサとドジョウを用いた有機稲栽培の観察  
                                                        程 為国  植物機能開発学コース准教授  
  13:00～16:00 

  ・ 食品の褐変反応を観察してみよう！－食品を加熱した時の色と香り－    
                                   永井 毅  食品・応用生命科学コース教授  
 

  ３ 環境系コース 
   9:00～12:00 

  ・ 森を測って温暖化を考える               小山 浩正  森林科学コース教授 
  13:00～16:00 

  ・ 農地を作るはじめの一歩 －測量機器に触れてみよう－ 
                              花山 奨  水土環境科学コース助教 

2012 年 8 月 2 日 (木) 8:30～16:30 
食料系、生命系ｺｰｽ各20人、環境系ｺｰｽ15人 (先着順) 
無 料 
山形大学農学部 
以下のいずれかのコースを選択してください。 
 

＊ 
＊ 
＊ 
＊ 
＊ 



 

 

 

平成 24年度山形大学 

農学部公開講座 

平成２４年７月１４日(土)、２１日(土)、２８日(土) 

 

７月２１日（土）１３：３０～１６：２０ 

  １３：３０～１４：２０ 村山秀樹 「切り花における老化の進行と花持ちの向上」 

  １４：３０～１５：２０ 貫名 学 「キノコの作る抗酸化物質—エルゴチオネイン」 

  １５：３０～１６：２０ 程 為国 「庄内地域の土地利用変化と地球温暖化」 

定員   25名（先着順） 
受講料   2,000円 
申込方法  申込用紙（払込取扱票）により、受講料を納付してください。 
   申込用紙は下記の問合せ先にご請求ください。 
申込期間  平成２４年６月４日（月）～７月６日（金） 
問合先   山形大学農学部 企画広報室 梶沼 
   TEL: 0235-28-2803 FAX: 0235-28-2812 
   E-mail: noukich-s@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

７月１４日（土）１３：３０～１６：５０ 

      １３：３０～ガイダンス 

   １４：００～１４：５０ 俵谷圭太郎 「植物と共生する菌根菌のはたらき」 

   １５：００～１５：５０ 阿部利徳 「ダダチャマメの有機栽培と成分」 

   １６：００～１６：５０ 江頭宏昌 「カブと焼畑」 

７月２８（土）１３：３０～１６：２０ 

  １３：３０～１４：２０ 村山哲也 「庄内の植物由来の生理活性物質」 

  １４：３０～１５：２０ 笹沼恒男 「コムギとベニバナの進化と多様性」 

  １５：３０～１６：２０ 服部 聡 「未知・未利用・難培養微生物の探索研究」 

身近な生物を探る—土・微生物・植物の世界— 


